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1. 問題の構造
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1. 問題の構造

先進国全体の数値目標

公平性指標を用いて差異化
→透明性、相互確認可能性、
妥当性、政治的受容性など
が重要

先進国各国の数値目標

問題1

問題2

2つの問題を順番に考えるか、考えな
いか、考えるとしたらどう考えるか



1. 問題の構造

閾値をどう考えるか？（1）
気候変動の影響

出所: IPCC AR4



1. 問題の構造

途上国の飢餓リスク

閾値をどう考えるか？（2）
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2. 公平性指標



 

公平性指標はたくさんある！
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2. 公平性指標

一人あたり排出量



公平性の指標はたくさんある！
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歴史的排出量

2. 公平性指標
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2. 公平性指標
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3. 途上国の主張



世界全体で2050年半減には、先進国で20−45％
削減が必要条件

途上国コミットメントは「先進国からの技術・
資金移転があれば」という条件つき

先進国からの技術・資金移転は、民間ベースで
はなく、既存の規模・内容に追加的であるべき
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先進国は、条約やバリ・アクション
プランで決まったことを守れ！

3. 途上国の主張



エネルギー原単位 20 % 削減（第11次5カ年
計画：2005年-2010年）

再生可能エネルギー割合20％（2020年）

小型・非効率な工場の閉鎖 、新税の賦課
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中国：国内目標はかなり野心的

3. 途上国の主張



14

中国：EUや米国よりも高い省エネ
機器普及率

出所: 国際エネルギー機関 (2007)

コークス消火装置（CDQ ）普及率国際比較

3. 途上国の主張



中国：ベストは日本平均よりも良い
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出所： 寧亜東・外岡豊「中国鉄鋼業における生産形態とエネルギー消費構造」エネルギー・資源, 2008年, Vol.29, No.5, p.313-318.

エネルギー
消費原単位

コークス
製造工程

焼結鉱製造工程 製銑工程 転炉製鋼工程 圧延成型工程

① 中国主要企業 20.64 4.16 1.94 13.65 0.99 2.72

② 中国小規模企業 30.59 6.71 3.18 17.32 2.20 8.40

③ 中国最高水準 17.45 2.58
(宝山製鋼）

1.52
(杭州製鋼)

11.57
(宝山製鋼）

-0.11
 (武漢製鋼） 1.57

④ 日本平均 19.20 2.78 1.55 11.59 -0.08 1.81

中国国内
の差

② - ① 9.95 2.54 1.24 3.68 1.21 5.68
中国国内
の差

② - ③ 13.14 4.13 1.65 5.75 2.31 6.83中国国内
の差

① - ③ 3.19 1.58 0.42 2.07 1.10 1.15

中国と日本
との差

① - ④ 1.43 1.38 0.39 2.05 1.07 0.90
中国と日本
との差

② - ④ 11.39 3.93 1.63 5.73 2.28 6.58
中国と日本
との差

③ - ④ -1.76 -0.20 -0.03 -0.02 -0.03 -0.24

日本と中国の鉄鋼生産効率比較（MJ/ton, 2004年）

3. 途上国の主張
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4. 先進国20-45%削減の意味
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4. 先進国全体20-45％削減の意味
2050年世界全体80％削減でも、2℃
を超える可能性は25％以上

出所：Schmit and 
Archer（2009）Nature, 
Vol. 458, p.1117-1118
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5. コストとベネフィット
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温暖化対策
＝ 省エネ対策
　＋ 再生可能エネルギー対策
＝ コスト削減
　＋ 雇用増加
　＋ 安全保障確立

5. コストとベネフィット

コストとベネフィットの議論は、一
筋縄ではいかないものの・・・

...であることは確か
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カーボンのコストは、業種や製品に
よって大きく異なる

出所：明日香・金本（2009）

2000円/
tonCO2

5. コストとベネフィット
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その中で国際競争力喪失の懸念があ
る製品は限られている（1）

2000円/
tonCO2

出所：明日香・金本（2009）

鉄鋼産業製品

5. コストとベネフィット



22出所：明日香・金本（2009）

2000円/
tonCO2

その中で国際競争力喪失の懸念があ
る製品は限られている（2）

セメント産業製品

5. コストとベネフィット
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6. まとめ
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6. まとめ

閾値をどう考えるか

公平性指標のバランスをどう考えるか

論理的に考えるかどうか

日本だけを考えるか、世界も考えるか

今、問われていることは...



25IRIN/Dulue Mbachu



26



27



28


